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テ
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は

め

に

ヴ
ア
ウ
チ
ャ
l
の
会
計
学
的
意
義

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
の証一室志

わ

に

お

り
t土

じ

め

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム

(
4
0
z
m
H
y
q
弓
!EOB)
の
研
究
に
際
し
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
諸
概
念
と
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
・シ

ス
テ
ム
に
固
有
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
概
念
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
研
究
の
対
象
と
領
域
と
を
判
然
た
ら
し
め
る
意
味
に
お
い

て
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
従
来
か
か
る
研
究
が
無
視
さ
れ
た
た
め
に
、
研
究
の
分
野
が
不
明
確
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

企
業
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
l

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
の
意
義

一
二
五



企
業
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
l

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
l
の
意
義

一ノ¥

企
業
ヴ
ァ
ウ
ャ
チ
l
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
は
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
と
対
照
的
な
イ
ン
ボ
イ
ス
・
シ
ス

ア
ム

(
宮
司
訟
の
O
印

MagEU
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
、
あ
る
い
は
、

一
般
に
い
わ
れ
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
と
そ
の
本
質
と
形
態
と
を

具
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
用
語
上
も
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
を
小
切
手
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

(の
S
F
4
0
ロの
F
0
5
、
あ
る
い
は
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

I
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

(
4
0
ロの
H
H
O
H
1
]
m
H
n
wぬ
け
)

イ
ン
ボ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ

ァ
ウ
チ
ャ
ー
を
仕
訳
ヴ
ア
。
ウ
チ
ャ

I
C
o
E
-
D
mニ
〈
。
ロ
の
伊
0

5
、
そ
し
て
、

一
般
的
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l

(
。
円
日
向
山
口
巳
ぐ
O

ロの
H
H
O
ろ
な
ど
と
称
し
、
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
思
う
。

(

1

)

(

2

〉

(

3

)

(

4

)

〈

5
〉

会
計
学
上
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
は
、
-
証
恵
、
一
証
意
書
、
取
引
訟
思
書
、
伝
票
、
支
払
在
票
書
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
ら
の
訳
語
な
そ

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i
・
シ
ス
テ
ム
は
、
-
荏
愚
制
度
、
証
遺
書
制
度
、
取
引
証
官
邸
審
制
度
、
伝
票
制
度
、
支
払
証
票
書
制
度

(
6〉

な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
証
患
式
記
入
帳
制
度

(
4
0
ロわ
V
O
円
円
。
阿
佐
官
門
田
宮
古
田
)
と
同
意
で
あ
る
と
も

の
ま
ま
引
用
す
れ
ば
、

い
わ
れ
る
。

恰
も
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
の
訳
語
が
異
な
り
、
ま
た
、
訳
語
の
意
味
が
相
互
に
相
違
す
る
よ
う
に
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
に
か
ん
す
る
論
者
の

昆
解
も
決
し
て
一
様
で
な
い
。

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
・
シ
ス
テ
ム
に
固
有
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
が
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
や
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
と
、
如
何
に

相
違
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

I
・
シ
ス
テ
ム
の
全
貌
を
体
系
的
に
論
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
白
か
ら
明
ら

か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
紙
面
の
関
係
上
か
か
る
見
地
か
ら
の
毅
述
は
割
愛
し
、
専
ら
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
に
か
ん
す

る
会
計
学
者
の
定
義
と
語
意
と
を
、
若
干
の
文
献
を
走
じ
て
考
察
し
、
企
業
グ
ァ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
に
固
有
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

I
の
意

義
を
究
明
し
よ
う
と
試
み
る
。



グ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
会
計
学
的
意
義

会
計
学
者
が
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
に
つ
レ
て
、
与
え
て
い
る
種
々
な
る
定
義
を
紹
介
し
、

か
っ
、
こ
れ
ら
の
定
義
に
つ
い
て
考
察
す
れ
ば
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

1 

。
何
世
吋
目
白

O

ロ・

勾
円
。
日
円
ロ
O
H
-

回
C
U
可
口
件
。
ロ

の
コ
一
教
援

簿
記
記
入
の
た
め
に
検
定
さ
れ
る
取
引
書
類
が
、
通
常
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
と
称
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
!
と
い
う
言
葉
は
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
係
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
支
払
に
つ
い
て
検
定
を
与
え
う
る
該
当
者
に
よ
っ

て
署
名
さ
れ
る
特
定
の
書
式
の
こ
と
で
あ
る
。

2 

z
o
d
ユ。
4
0

(
8
)
 

E
S
S
m
-
者

E
Z
の
三
教
援

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
に
は
、

一
般
に
二
種
類
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
(
5
0
吉
正
ロ
巳
〈
o
z
o
v
o
s

で
あ
る
。
こ

れ
は
取
引
、
ま
た
は
、
調
整
の
記
録
を
仕
訳
帳
に
記
帳
す
る
こ
と
を
、
帳
簿
係
に
対
し
て
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
小
切

手
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i

ハロ
M
O
R
H
P即
日
戸
〈

O
戸
悼
の
目
。
同
人
)

で
あ
る
。
こ
れ
は
貨
幣
的
支
出
に
対
す
る
許
可
書
で
あ
り
、
ま
た
、
支
出
に
対
す
る

理
由

~書
訟で
宮 も
吋あ
教る
援す

3 
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
!
と
は
、
保
証
書
で
あ
る
。

一
勘
定
、
あ
る
い
は
、

一
取
引
の
正
確
性
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
仕
入
記
入
帳
の
単

位
で
あ
り
、
基
準
で
あ
る
個
々
の
取
引
は
、
そ
の
記
入
を
検
定
L
、
ま
た
、
支
払
を
是
認
す
る
形
式
的
証
書
を
も
っ
て
立
証
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
債
権
者
の
送
り
状
、
あ
る
い
は
、
請
求
書
が
、
こ
の
目
的
に
役
立
つ
の
で
あ
る
が
、
送
り
状
は
そ
の

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
い
ワ
ァ
ウ
チ
ャ
l
の
意
義

七



企
業
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
I

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
の
意
義

八

大
き
さ
と
形
式
と
が
種
々
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
往
々
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
・

シ
ャ
ケ
ッ

ト

r、
Z ヨ
~己
司。。ロ4

t (t 
m 円。一可否。
の付
両 2
4包，_ーノ

擾ぜと
称
さ
れ
る

4 

Z

。σ-0・

支
出
に
か
ん
す
る
管
理
を
す
る
一
つ
の
方
法
は
、
各
支
出
に
対
し
書
面
に
し
た
承
認
を
う
る
こ
と
で
あ
る
つ
こ
の
承
認
は
一
一
般
に
グ

ア
ウ
チ
ャ

l
の
形
態
で
さ
れ
る
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
は
支
出
の
お
こ
な
わ
れ
る
証
拠
と
し
て
役
立
つ
送
り
状
か
、
そ
の
他
の
資
料
か
ら
作

成
さ
れ
る
。

5 

』
「
担
。

E
oロ
教
授

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

I
は
、
二
つ
の
要
素
を
記
録
す
る
。
そ
の
一
つ
は
債
権
者
に
か
ん
す
る
勘
定
、
貸
方
科
目
の
記
入
で
あ
り
、
他
の
一
つ

は
支
出
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
諸
勘
定
、
借
方
科
目
へ
の
配
分
で
あ
る
。

簿
記
会
計
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

6 
原
始
的
商
業
書
類
と
し
て
商
業
信
書
と
証
意
書
守
。
ロ
の
宮
山
ろ
と
が
あ
る
。
商
業
信
書
と
証
患
と
の
区
別
は
と
き
に
明
白
で
は
な

ぃ
。
あ
る
書
類
が
同
時
に
商
業
信
書
で
あ
り
証
患
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
証
患
と
は
取
引
を
立
証
し
、
帳
簿
記
入
の
基
礎
資
料
と
な

り
、
且
つ
企
業
と
相
手
方
と
の
両
者
の
間
に
取
り
か
わ
さ
れ
る
書
類
を
い
う
。
例
え
ば
注
文
書
、
送
り
状
、

入
荷
通
知
書
、
出
荷
通
知

書
、
領
収
書
、
使
用
済
の
手
形
、
小
切
手
お
よ
び
こ
れ
ら
の
書
類
の
控
(
複
写
)
の
類
が
証
意
書
で
あ
る
。
証
愚
警
は
が
ん
ら
い
、
そ

れ
自
体
は
帳
簿
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
こ
れ
を
帳
簿
組
織
の
う
ち
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
は
当
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
帳
簿
に
流

用
さ
れ
る
こ
と
が
実
務
的
に
頗
る
多
い
。
こ
の
場
合
、
帳
簿
組
織
の
一
部
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
証
意
書
が
、

ω法

律
的
の
一
証
拠
力
は
最
も
強
い
も
の
で
あ
り
、

且
つ
、
こ
れ
を
帳
簿
に
流
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ω帳
簿
記
入
で
は
到
底
行
い
得
ら
れ



な
い
完
全
な
取
引
記
入
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
同
帳
簿
記
入
の
手
数
を
省
略
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
帳

簿
へ
の
流
用
を
で
き
う
る
限
り
行
う
よ
う
に
考
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

証
患
は
大
き
く
わ
け
で
2
種
類
と
す
る
。

ω相
手
方
が
取
引
の
結
果
、

企
業
に
交
付
し
た
証
患
、
例
え
ぽ
送
り
状
、
領
収
書
、
支
払
済
手
形
な
ど
で
、
こ
れ
を
原
本
証
患
と
い

∞
企
業
が
取
引
の
結
果
、
相
手
方
に
渡
す
証
還
の
控
、
複
写
、
例
え
ぽ
送
り
状
、
領
収
書
、
発
行
手
形
、
小
切
手
類
の
控
、
複
写
な

7 

戸ど
田で
義
郎こ
教れ
援f訟を

)副

本
証
j愚
と

う

証
懇
書
と
も
い
う
、
通
常
、
経
営
体
に
お
け
る
外
部
取
引
に
関
し
て
作
成
、
使
用
せ
ら
れ
る
取
引
証
拠
書
類
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
注
文
書
、
商
業
受
取
証
書
、
送
状
、
契
約
書
、
領
収
証
、
領
収
書
控
、
小
切
手
、
小
切
手
控
、
借
用
証
書
、
借
用
控
、

保
険
証
券
、
納
税
領
収
書
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
証
患
の
種
類
は
取
引
な
い
し
支
払
手
段
と
し
て
の
性
能
に
基
づ
い
て
仕
入
証

恵
、
販
売
証
窓
、
銀
行
取
引
証
患
、
庶
務
証
患
、
労
務
証
愚
お
よ
び
手
形
、
小
切
手
、
為
替
等
を
含
む
流
通
証
愚
官
o
m♀
U
E
O
ア

。ロの
F
O円
一
)

に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
、

ま
た
他
の
基
準
を
も
っ
て
す
れ
ば
そ
の
正
副
性
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

れ

ら
は
い
ず
れ
も
現
実
の
取
引
そ
の
も
の
を
立
証
す
る
と
と
も
に
、
経
営
体
に
お
け
る
価
値
の
獲
ノ
得
、
喪
失
の
事
実
を
確
認
す
る
基
礎
資

料
で
あ
り
簿
記
的
原
始
記
録

(
o
z
m山
口
巴

2
8
E
)
と
し
て
、
記
帳
資
料
の
一
部
を
な
す
が
、
逆
に
ま
た
記
帳
事
実
に
対
す
る
正
確

性
と
真
実
性
の
立
証
資
料
た
る
機
能
を
果
す
、
証
愚
は
必
要
性
と
可
能
性
と
に
基
づ
い
て
、
そ
の
一
部
に
仕
訳
を
記
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
理
伝
票
に
代
用
し
あ
る
い
は
受
取
送
状
綴
り
を
仕
入
帳
、
発
送
送
状
控
鱗
り
を
売
上
帳
と
す
る
ご
と
く
、
帳
簿
の
代
用
を
す

企
業
ヴ
ア
ウ
チ
ャ

l
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
意
義

九



企
業
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
!
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ア
ウ
チ
l

ャ
の
意
義

。

る
こ
と
も
で
き
る
。
上
述
の
意
味
に
お
け
る
証
患
の
簿
記
的
記
帳
資
料
性
に
鑑
み
、

一
般
に
記
帳
資
料
の
任
務
を
与
え
ら
れ
る
伝
票

守
口
M
V

氏
。
旧
日
付
)
そ
の
他
の
書
式

Q
R
E
)
を
も
併
せ
て
証
患
と
す
る
立
場
が
る
。
こ
の
場
合
に
は
経
営
体
内
部
取
引
関
係
の
証
拠

書
類
、
す
な
わ
ち
倉
出
指
図
書
、
製
作
ま
た
は
生
産
命
令
書
、
備
品
伝
票
、
消
耗
品
伝
票
、
貯
蔵
品
伝
票
や
仕
訳
事
項
に
関
す
る
指
図

書
等
も
証
還
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
の
仕
訳
関
係
指
図
書
は
、
仕
訳
証
患
者

Q
O
ロ
片
岡
凶
巳
〈
。
ロ
の
何
回

0
3
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
主
な
る
も
の
は
入
・
出
金
お
よ
び
振
替
伝
票
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
義
の
証
愚
概
念
に
立
つ
者
も
こ
の

3
種
の
伝
票
の
所

属
に
つ
い
て
明
確
な
規
定
を
も
た
な
い
。
こ
の
雑
証
患
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
患
の
帳
簿
組
織
へ
の
導
入
範
囲
が
拡
大
し
、
例
え

ば
支
払
債
務
の
確
定
し
た
と
き
に
、
支
払
証
愚
票
を
発
行
し
、
こ
れ
を
支
払
証
愚
記
入
帳
〈
4
0
ロの
H
H
O

円
円
。
間
宮
古
門
)

に
記
入
し
同
帳

を
特
殊
仕
訳
帳
兼
支
払
債
務
に
関
す
る
補
助
帳
簿
と
す
る
ご
と
き
支
払
証
癒
記
入
帳
制
度

2
0ロ
忌
O
H

円
o
m
U宮
門
白

3
Z
E〉
を
確

立
す
る
ご
と
き
で
あ
る
。

上
述
の
会
計
学
者
の
定
義
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
る
ご
と
く
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i
は
論
者
に
よ
り
、

ω法
的
観
点
か
ら
、
取
引
の
証
拠
物
件

と
思
考
さ
れ
、
証
拠
書
類
と
し
て
役
立
つ
オ
リ
ヂ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
!
と
同
一
視
さ
れ
た
り
、
凶
簿
記
的
立
場
か
ら
、
仕
訳
帳
に
記

帳
、
あ
る
い
は
、
代
位
す
る
こ
と
を
記
帳
係
に
対
し
て
承
認
す
る
原
始
記
録
、

つ
ま
り
、
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
り
、

ま
た
、
船
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
固
有
の
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
、
つ
ま
り
、
小
切
手
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
、
あ
る

i
r

工、
l
t
 
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
I
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
意
に
限
定
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

し
か
ら
ば
、
取
引
の
証
拠
書
類
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
、
簿
記
記
帳
の
原
始
的
記
録
と
し
て
の
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

ー
、
あ
る
い
は
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
に
固
有
な
小
切
手
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
、
も
し
く
は
、
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
意
義
を
有
し
、
相
互
に
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
ら
の
古
川
を
考
察
し
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ



ャ
l

・
シ
ス
テ
ム
に
固
有
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i
の
性
格
と
形
態
と
を
要
約
し
よ
う
。

1 

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

I
l取
引
の
証
拠
書
類

l

法
的
観
点
に
立
つ
も
の
は
、
白
企
業
と
他
企
業
お
よ
び
そ
の
他
の
経
済
単
位
と
の
聞
に
取
り
か
わ
さ
れ
る
取
引
の
↓
証
拠
物
件
、

つ
ま

り
、
外
部
取
引
を
立
証
す
る
の
に
役
立
つ
証
拠
書
類
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

I
の
み
を
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
!
と
理
解
す
る
。

か
か
る
見
地
に
立
つ
も
の
は
、
会
計
記
録
や
会
計
帳
簿
と
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
!
と
は
、
元
来
全
然
別
個
の
も
の
で
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
は
外

部
取
引
の
成
立
を
客
観
的
に
立
証
す
る
た
め
の
証
拠
書
類
と
し
て
存
在
意
義
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
は
、
原
始
的
商
業
書
、
あ
る
い
は
、
一
証
憲
章
回
と
解
さ
れ
、
そ
れ
は
経
営
体
の
外
部
取
引
に
か
ん
し
て

作
成
使
用
さ
れ
る
取
引
の
証
拠
書
類
、

た
と
え
ば
、
注
文
書
、
商
品
受
取
証
書
、
送
り
状
、
契
約
書
、
領
収
証
、
小
切
手
、

借
用
証

書
、
保
険
証
券
、
納
税
領
収
書
お
よ
び
こ
れ
ら
の
控
な
ど
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ろ
い
ろ
の
基
準
に
よ
り
種
々
分
類
さ
れ

る
が
、
取
引
の
結
果
相
手
方
が
自
己
に
、
あ
る
い
は
、
逆
に
自
己
が
相
手
方
に
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
点
か
ら
、
原
本
証
愚
書
と

副
本
証
愚
書
と
に
大
別
さ
れ
る
。

2 

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
l簿
記
記
帳
の
承
認
書

l

簿
記
的
観
点
に
立
つ
も
の
は
、
通
常
の
会
計
帳
簿
に
記
帳
、
あ
る
い
は
、
代
位
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
原
始
記
録

(
C
H
F四
日

a

ロ
科
目
円
。
の
O
吋
【
凶
)
、

つ
ま
り
、
仕
訳
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
ー
を
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
!
と
解
す
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム

(
山
口
戸
、
。
円
わ
ぬ
者

-
E
0
5
1

つ
ま
り
、
従
来
、
普
通
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
会
計
手
続
で
は
、
自
企
業
と
他
企
業
な
ど
と
の
外
部
取
引
を
立
証
す
る
証
拠
書
類
の
ほ
か
、

自
企
業
内
部
に
お
い
て
生
ず
る
内
部
取
引
を
立
証
す
る
た
め
に
、
企
業
内
部
で
作
成
す
る
証
拠
書
類
も
、
そ
れ
が
記
帳
係
に
対
し
て
、

会
計
帳
簿
に
記
帳
、
あ
る
い
は
、
代
位
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

い
わ
ゆ
る
、
仕
訳
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
ー
と
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
を

企
業
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
1

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
I
の
意
義

一一



企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
i
の
意
義

一一
一

ヴ
ァ
ウ
チ
ヤ
!
と
呼
称
す
る
。
こ
の
よ
う
に
記
帳
を
承
認
す
る
記
録
を
ヴ
ア
ウ
チ
ャ
!
と
称
す
る
場
合
は
、
前
述
の
外
部
取
引
の
証
拠

書
類
の
ほ
か
、

入
金
、
出
金
、
振
替
の
各
伝
票
お
よ
び
倉
出
指
図
書
、
製
造
指
図
書
、
備
品
伝
票
、
消
耗
品
伝
票
な
ど
の
伝
票

(
印

-r

?
立
の
対

0
3、
そ
の
他
の
書
式

2
0吋
E
)
の
ご
と
き
、
経
営
体
の
内
部
取
引
に
か
ん
す
る
証
拠
書
類
も
、
そ
れ
が
記
帳
の
原
始
記
録

と
し
て
承
認
さ
れ
る
限
り
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
と
い
わ
れ
る
。

ず、
占

ヴ
ア
ウ
チ
ャ

l
l
罰
有
の
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
l

(

日

)

(

一

川

)

(

刊

)

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
マ

l

・
シ
ス
テ
ム
に
固
有
の
ヴ
ァ
ウ
チ
ヤ
l
は
、
取
引
の
証
拠
書
類
、
あ
る
い
は
、
簿
記
記
帳
の
承
認
書
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
と
全
然
別
個
の
書
式
と
し
て
作
成
さ
れ
る
。

か
か
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i
は
、
取
引
の
証
拠
書
類
、
あ
る
い
は
、
簿
記
記
帳
の
承
認
書
な
ど
を
も
と
と
し
て
、
こ
れ
ら
と
は
個
別
に
特
定

の
書
式
を
用
い
て
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
1
係
が
作
成
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
コ
ン
ト

?
i
ラ

!

(の
O
D
E
-。
ロ

σ『
一
の
。
ロ
ニ
)
什
】

iozσ
『
)

と

祢

さ
れ
る
特
定
の
管
理
責
任
者
の
承
認
、
署
名
を
受
け
る
。

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
は
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
特
殊
な
会
計
制
度
、
管
理
制
度
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
固
有
の
会
計

手
段
、
管
理
手
段
と
し
て
の
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

は
、
企
業
の
内
部
牽
制
組
織
を
媒
介
と
し
て
、
未
払
金
の
発
生
と
消
滅
に
か
か
わ
る
顛
末
と
、
こ
れ
に
伴
っ
て
生
ず
る
資

産
の
取
得
、

な
い
し
、
費
用
の
発
生
と
を
、
す
べ
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
、

不
正
、
誤
り
、
損
失
を
防
止
し
て
会
計
記
録
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
役
立
つ
と
と
も
に
、

ま
た
、
そ
れ
は
企
業
予
算
統
制
制
度
を
媒
介
と
し
て
、
個
々
の
支
出
を
し
て
、
企
業
に
と
っ
て
合
目
的
な
収

益
的
費
用
と
な
し
、

か
っ
、
収
入
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
た
め
の
管
理
手
段
と
な
る
。

次
に
、
こ
の
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
様
式
の
一
例
を
一
不
す
と
、
左
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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企
業
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シ
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グ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
語
草
息

ヴ
ア
ウ
チ
ャ

l
の
会
計
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
り
、

さ
ら
に
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
!
と
い
う
用
語
の
語
意
を
、
辞
典
を
引
用
し
て

明
ら
か
に
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(1) 

〔

口

)

、『
H

H

O

ω

F

。
片
付
。
円
。
M

内向。円円同開口
mロ

即
日
M

H

)

目。氏。ロ
mw
吋
一
可

1 

名
詞
・
一
五
コ
二
年

法
律
、
財
産
権
を
保
証
す
る
た
め
に
裁
判
所
に
人
を
喚
問
す
る
こ
と
。

2 

名
詞
・
一
六
一
一
一
年
。

ω事
実
、
あ
る
い
は
、
陳
述
の
真
実
性
、
も
し
く
は
、
正
確
性
を
保
証
す
る
人
、
著
者
、
あ
る
い
は
、
文
筆
家
が
と
の
目
的
を
果
す
。

仰
良
き
信
仰
を
、
あ
る
い
は
、
他
人
の
尊
敬
す
べ
き
こ
と
を
保
証
す
る
人
、
ま
た
は
、
あ
る
方
法
を
保
証
す
る
こ
と
を
企
て
る
人
、

六
六
七
年
。

的
譲
渡
書
、
物
に
つ
い
て
、

一
七
一
八
年
。

b

u
保
証
人
、
二
ハ
七
二
年
。

仰
、
H
d
o
〉

E
2日

S
E
m
u己
目
。
問
。
口
付
氏
。
ロ
己
可

2 

法
律

G
H
被
保
証
人
、

1 

何
か
に
対
し
、
証
明
す
る
人
、
あ
る
い
は
、
も
の
。

2 

書
類
、
受
領
証
、
捺
印
な
ど
。

そ
れ
は
請
求
す
る
支
出
を
証
明
す
る
。

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ア
ウ
チ
ャ

i
の
意
義

五



企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
意
義

一一一一六

3 

(
初
期
の
英
語
)
形
容
詞

(8) 

他
人
の
所
有
権
を
保
証
す
る
た
め
裁
判
所
に
呼
ば
れ
る
人
、

叶
町
。
。
。
D
0
2
0
。河内
O
吋門回目)円わけ目。
D
R「一可

b
他
人
を
保
証
す
る
た
め
の
保
証
行
為
む

書
類
、
受
領
証
な
ど

金
銭
的
支
払
を
立
証
し
、
あ
る
い
は
、
会
計
の
真
実
性
を
確
証
す
る
。

(
K
F

ロ
m
H
C
司
H
O
ロの何回)

凶
巧
Oず
印
け

2
6
2
0
4『

H
E
2
P
己
目
。
ロ
巴

2
2日

O
D
2
M可

名
詞
、
(
〉
E
U
O
司
H
・0

ロ
c
v
lぐ
。

znHF)

初
期
の
英
国
間
の
法
律
、
所
有
権
の
保
障
を
完
壁
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
人
を
保
障
す
る
行
為
、

名
詞

1 

あ
る
こ
と
に
対
し
、
証
拠
立
て
る
人
、
あ
る
い
は
、
証
拠
を
与
え
、
も
し
く
は
、
完
全
な
る
立
証
を
与
え
る
人
、

ま
た
は
、
保

証
人
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
。

ワ

帳
簿
、
書
類
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の
物
c

そ
れ
ら
は
会
一
一
一
引
の
真
実
牲
を
、
あ
る
い
は
、
島
る
穫
の
事
実
を
確
認
し
、
も
し
く
は
、

証
明
す
る
こ
と
に
役
立
つ
、
受
領
証
そ
の
也
同
様
の
、
も
の
は
負
置
の
支
払
を
一
却
す
も
め
で
あ
る
c

た
と
え
ば
、

支
払
済
小
切
手
は

彼
の
証
拠
書
類
で
あ
る
。
会
計
上
は
取
引
の
正
確
性
を
証
拠
立
て
る
文
書
で
あ
り
、

ま
た
、
取
引
に
対
す
る
内
訳
記
入
を
承
認
す

る
書
類
で
あ
る
。

3 

(
k
r

ロ
m-。
司
H10
ロ
C
V
4
0
ロの
V
O円
)

初
期
の
英
国
の
法
律
、
所
有
権
の
保
証
を
一
証
拠
立
て
る
た
め
に
、
他
人
を
保
証
す
る
人
、
権
利
証
を
有
す
る
土
地
所
有
者
。



ぎ
ロ
の
}
H
O
門田可申仲
O

E

会
計
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム

仕
入
、
経
費
、
そ
の
他
の
項
目
の
支
払
に
か
ん
し
承
認
を
要
し
、

か
っ
、
証
愚
記
入
帳
〈
さ
ロ
の
げ
の
『
吋

o
m
z
g
s
に
記
録
す
る
組

織
で
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
は
承
認
を
受
け
て
か
ら
記
入
さ
れ
る
。

こ
の
記
入
帳
と
ヴ
ア
ウ
チ
ヤ
ー
と
は
、
債
権
者
、
あ
る
い
は
、
支
払
勘
定
の
元
帳
の
代
り
に
な
る
。

(

お

)

同
君
。
ぴ
忠
男
、
田

Z
0
4司
叶
4
2
D
t
E
V
C
O
D
H
Z円
吋

U
向
。
位
。
ロ
号
可

名
詞

1 

証
拠
立
て
る
人
、
確
証
す
る
人
、
立
証
す
る
人
、

た
と
え
ば
、
陳
述
の
真
実
性
に
つ
い
て
、
他
人
の
た
め
確
証
を
与
え
る
人
、

2 

証
拠
と
し
て
立
証
し
、
あ
る
い
は
、
役
立
つ
書
類
、
こ
と
に
負
置
支
払
の
証
拠
と
し
て
、
も
し
く
は
、

一
勘
定
の
正
確
性
の
証

拠
と
し
て
役
立
つ
領
収
-
証
、

ま
た
は
、
会
計
報
告
書
官

g
g
B
O口

付

)

3 

古
い
英
国
の
法
律
に
お
い
て
は

削
権
利
証
を
も
っ
土
地
所
有
者
、
所
有
権
を
保
証
す
る
た
め
に
他
人
に
呼
ば
れ
る
人
、

ま
た
は
、
証
人
と
も
称
さ
れ
る
。

倒
他
人
の
財
産
権
を
証
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
に
人
を
呼
ぶ
行
為

右
の
辞
典
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
知
り
う
る
ご
と
く
、
歴
史
的
に
は
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
i
は
裁
判
所
が
財
産
権
を
保
証
す
る
た
め
に
、
人
を

喚
向
す
る
と
い
う
法
律
用
語
か
ら
、
次
第
に
事
実
や
陳
述
の
真
実
性
、
正
確
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
保
証
す
る
人
、

ま
た
は
、
こ
れ
を
証

明
す
る
書
類
、
受
領
証
、
捺
印
な
ど
の
物
を
意
味
す
る
一
般
的
用
語
に
変
化
し
、
現
在
で
は
さ
ら
に
、
金
銭
酌
支
出
を
立
証
し
、
会
計
の

ず
具
実
性
を
確
認
し
証
明
す
る
た
め
の
帳
簿
、
書
類
其
他
の
も
の
を
も
意
味
す
る
用
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、

そ
れ

企
業
ウ
ァ
ウ
チ
ャ
1

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
I
の
意
義

七



企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
i

・
シ
只
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
I
の
意
義

一
三
八

が
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
場
合
は
、
仕
入
・
経
費
そ
の
他
の
項
目
の
支
出
に
か
ん
し
承
認
を
要
し
、

かっ、

ヴ
ァ
ウ

チ
ャ

1
1

レ
ジ
ス
タ
ー
に
-
記
録
さ
れ
る
固
有
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
を
意
味
す
る
語
意
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
語
源
的
に
は
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
は
、
ラ
テ
ン
語
の
4
0
2
H
O

〈
呼
ぶ
〉
か
ら

4
0
M
-
4
0の
山
田
(
音
声
)

(
削
品
〉

か
ら
変
化
し
た
一
言
葉
で
あ

る。

四

お

わ

り

tこ

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
に
か
ん
す
る
会
計
学
的
意
義
と
語
意
と
を
、
若
干
の
文
献
を
通
じ
て
考
察
し
来
っ
て
、
こ
の
言
葉
に
は
、

1 

事
実
、
陳
述
の
真
実
性
、
正
確
性
を
法
的
に
立
証
す
る
人
、
な
い
し
、
証
拠
物
件
、
あ
る
い
は
、
外
部
取
引
の
客
観
的
真
実
性
、

正
確
性
を
立
証
す
る
た
め
の
証
拠
書
類
、

つ
ま
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
l
。

2 

会
計
の
真
実
性
、
正
確
性
を
確
認
し
、
証
明
す
る
こ
と
に
役
立
つ
帳
簿
、
書
類
、
そ
の
他
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
普
通
の
会
計
帳

簿
の
記
帳
の
真
実
性
、
正
確
性
を
証
明
し
、
確
認
す
る
証
拠
と
し
て
、
簿
記
記
帳
上
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
外
部
取
引
お
よ
び
内

部
取
引
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
る

い
わ
ゆ
る
、
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
。

3 

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
I
・
シ
ス
テ
ム
に
固
有
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
。

右
の
異
質
の
一
一
一
概
念
が
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
稿
の
研
究
課
題
と
す
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
I

が
、
取
引
の
客
観
的
真
実
性
、
正
確
性
を
立
証
す
る
た
め
に
役
立
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
や
、
普
通
の
会
計
帳
簿
の
記
帳
の
真

実
性
、
正
確
性
を
証
明
、
確
認
す
る
た
め
の
証
拠
と
し
て
記
帳
上
認
め
ら
れ
て
い
る
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
と
、
判
然
と
区
別
さ
れ
る
独
自

の
性
格
と
形
態
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。



企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i
・
シ
ス
テ
ム
に
固
有
な
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
は
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
規
定
さ
れ

る
形
態
と
機
能
と
を
有
す
る
特
殊
な
会
計
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、
管
理
手
段
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
特
色
と
限
界
と
が
潜
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

1
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
の
み
作
成
さ
れ
る
。

M
M

相
良
。
コ
教
授
が
、
一
ー
ヴ
7

ウ
チ

J

J

・
シ
ス
テ
ム
は
、
信
用
基
底
の
上
に
発
生
す
る
諸
原
価
を
処
理
す
る
組
織
的
考
案
に
し
て
、
大
企

1 
業
に
ょ
う
拡
大
す
る
個
々
の
業
務
に
お
い
て
、
数
限
り
な
き
変
化
を
と
も
な
う
勘
定
の
支
出
を
統
御
す
る
制
度
で
あ
る
一
と
指
摘
し
て
い

る
が
如
く
、

こ
の
制
度
に
お
い
て
は
小
払
現
金
制
度
、

ま
た
は
、
前
渡
資
金
制
度
か
ら
の
支
払
を
除
き
、
物
品
、
用
役
の
現
金
購
賀
は
一

切
排
除
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
信
用
購
買
さ
れ
、
小
切
手
に
よ
る
支
払
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
支
払
の
小
切
手
化
は
、
支
払
の
承

認
制
度
化
と
と
も
に
、
企
業
に
お
い
て
日
々
発
生
す
る
個
々
の
支
出
を
、
す
べ
て
合
目
的
に
管
理
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
。

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
は
、

一
切
の
支
出
を
管
理
す
る
た
め
、
個
々
の
支
出
に
対
し
そ
の
理
由
と
内
容
の
詳
細
と
を
小
切
手

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
、
あ
る
い
は
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
称
さ
れ
る
特
定
の
書
面
に
記
載
し
、
責
任
あ
る
役
員
企

g℃
O
ロ回目ず

通
常
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
承
認
を
受
げ
し
め
る
。
か
か
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
の
様
式
は
堤
に
図
示
し
た
ご
と
く
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
J

・
シ
ス
テ
ム
に
閤
有
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
オ
リ
ノ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
マ
ウ
チ
ャ
ー
や
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

-o
。同一氏。
-ω-mw)
、

!
と
、
そ
の
機
能
と
形
態
と
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

2 

独
自
な
会
計
制
度
の
基
礎
的
会
計
記
録
で
あ
る
。

小
切
手
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
、
あ
る
い
は
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
と
い
わ
れ
る
独
自
な
会

計
制
度
に
お
け
る
基
礎
的
な
会
計
記
録
で
あ
一
っ
て
、
支
出
に
か
ん
す
る
仕
訳
記
帳
の
手
段
と
な
る
た
め
に
、
貸
借
の
勘
定
科
目
と
そ
の
内

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
i

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
の
意
義

一一二九



企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
1

・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
!
の
意
義

四
C 

容
、
金
額
が
記
入
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
債
権
者
元
帳
(
日
。
色
ぢ
吋
回
目
立
問
。
門
田
)
に
代
位
せ
し
め
ら
れ
、
ま
た
、

ヴ
ア
ウ
チ
ヤ

ー
・
レ
ジ
ス
タ
ー
(
〈
O
Zわ
H
H
O円

H
o
m円
即
日
。
ろ
に
記
入
、
あ
る
い
は
、
代
位
せ
し
め
ら
れ
る
c

通
常
の
簿
記
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ウ
チ
ヤ
ー
や
仕
訳
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
が
、
会
計
帳
簿
へ
の
記
入
の
直
接
的
記
帳
資
料
と
な
る

が
、
企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
も
守
つ
い
て
記
帳
せ
ず
、
固
有
の
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

i
、
つ
ま
り
、
小
手
切
ヴ

ァ
ウ
チ
ャ

l
、
あ
る
い
は
、

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

I

・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
、
こ
れ
ら
に
も
と
寺
つ
い
て
別
途
に
作
成
し
、
記
帳
と
小
切
手
の
支
払
と
を

お
こ
な
う
。

企
業
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l

・
シ
ス
テ
ム
の
企
業
会
計
制
度
と
し
て
の
特
色
は
、
信
用
基
底
の
上
に
発
生
す
る
一
切
の
未
払
金
を
、
そ
の
支
払

時
点
を
待
た
ず
発
生
時
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
細
大
漏
ら
さ
ず
特
別
の
統
制
的
支
払
勘
定
を
設
け
て
記
録
し
、

し
か
も
、
そ
の
統
制
下

に
お
か
れ
る
個
々
の
具
体
的
な
未
払
金
に
随
伴
す
る
一
切
の
誤
り
と
不
正
の
発
生
と
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。

3 

特
殊
な
管
理
制
度
の
固
有
な
手
段

ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
は
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ

l
係
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
支
出
の
管
理
責
任
者
に
対
し
て
支
出
の
理
由
と
内
容
と
に
つ
い
て
、
そ
の

承
認
を
申
請
す
る
た
め
の
特
殊
な
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
承
認
制
度
を
媒
介
と
し
て
、
企
業
予
算
統
制
度
と

有
機
的
に
関
連
せ
し
め
ら
れ
、
企
業
予
算
の
見
地
に
立
っ
て
、
個
々
の
支
出
を
合
目
的
に
管
理
す
る
た
め
の
手
段
と
な
る
。
つ
ま
り
、
日

常
発
生
す
る
い
ろ
い
ろ
な
支
出
の
申
請
に
つ
い
て
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
そ
れ
が
企
業
予
算
と
し
て
設
定
さ
れ
る
利
益
計
画
に
適
合
す

る
支
出
で
あ
る
か
、
資
金
計
画
に
お
け
る
収
入
に
対
応
す
る
均
衡
の
と
れ
た
支
払
で
あ
る
か
を
勘
案
し
た
上
で
、
そ
の
支
出
申
請
の
認
否

を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
支
出
管
理
の
重
要
な
手
段
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
未
払
金
の
発
生
を
確
認
す
る
た
め
の
書
面

で
あ
る
と
同
時
に
、
未
払
金
に
対
し
て
小
切
手
を
振
出
す
こ
と
の
適
正
な
こ
と
を
立
証
す
る
証
拠
書
類
で
も
あ
る
。
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